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フリーウェア OsiriXを用いた鼻副鼻腔手術における

術前・術中の CT読影

山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分野

はじめに

マルチスライス CTにより短時間で多くのスライ

スの撮影が可能となった。解剖学的バリエーション

の多い鼻副鼻腔領域においては. thinスライスでよ

り多くの情報を得ることができる。 Thinスライス

では枚数が多くなるためフィルムでの読影は困難で

あるが，近年電子カルテの導入がすすみ， CTなど

の放射線画像もフィルムレスで読影するようになっ

てきた。

当院でもフィルムレスとなったが，電子カルテと

連動したビューアでは軸位，冠状 矢状の各断而を

連動して表示することができない。そこで当科では

フリーウェアの DICOMビューアである OsiriX

(Osirix Founclation， Geneva， Switzerlancl) を用いる

こととした。

方法

画像撮影は 64列マルチスライス CTにて 0.6111111

スライスで、行った。撮影結果は DICOMデータとし

てCD-Rで受けとり， OsiriXに取り込んだ。術前

にOsiriX上で多断面再構成像 (MultiPlanar Recon-

struction : MPR) を作成し， 3断面を連動表示して

読影した。副鼻腔の蜂巣の状態や排池・路を確認し

手術のプランニングを行ったO 術1=1='は PCを手術室

に持ち込み， トラックバッドを滅菌フィルムでドレ

ッシングし，術中にも PCを操作できるようにして

解剖学的な確認を行いながら手術をすすめた。

結果

0.6111111スライスの軸位断の骨条件データから

OsiriXで作成した 2D直交面IMPR画像を示した(図
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1)。手術プランニング例として，孤立性前頭洞炎に

おける鼻前頭寓の蜂巣と前頭洞排池路の同定を行っ

た(図 2)。術中は内視鏡の視野が CT画像におい

て，術前に同定した蜂巣，排世路のどこを操作して

いるのかを一致させながら手術をすすめ，前頭j同を

開放した。

考察

当院での CTは従来，軸位断 5111111スライス，冠

状断・矢状断は 5111111スライスで作成した画像をフ

ィルムで読影していたO これまでは CTはどこがど

のように悪いのかという病態診断のみに用いられ，

手術プランニングには十分に応用されているとはい

えなかった。近年， CT読影による手術プランニン

グの重要性が指摘されてきている lヘOsiriXを用

いた方法で各断面を連動させた読影をすることで.

解剖学的バリエーションの多い鼻副鼻腔の構造を詳

細に把握し，イメージをすることが容易になった。

OsiriXは CT，MRI， PETなどの DICOM形式の

医用画像のイメージ処理ソフトウェアである。3D

ビューアなど多次元イメージの表示や画像処理が可

能であり，他領域でも用いられている九 軸位，冠

状.矢状の各断面を連動表示させたり 3D画像を作

るためには.ワークステーションが必要であるが，

CT室や読影室など使用環境が限定される。Aquari-

usNETなど電子カルテ端末から操作可能なシステ

ムもあるが，高価であり導入には費用を要するc

OsiriXはフリーウェアであり.費用をかけずに 3D-

CTの読影を可能にする。Thinスライスで撮影した

DICOMデータを出力すればよく，現状での多くの

施設で使用可能である。

手術室に PCを持ち込んで術中にも使用すること
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図1 0.6111111スライスの刺i位断の骨条件データから OsiriXで作成した 20直交面 MPR画像

図 2 孤立性前頭j同炎における鼻前頭備の勝巣と前頭洞排j世路の同定

で，術前のプランニングを確認しながら手術をすす

めることができ，ナピゲーションの代わりとして，

またナピゲーションとの併用としても有用であると

考える。また学生や若手医師にと って手術解剖，手

術概念の学習に有用で、ある。

まとめ

フリー ソフ トウェア OsiriXを用いて鼻副鼻腔手

術における術前読影，手術のプランニング，術中の

読影を行った。費用をかけずに解剖学的バリエーシ

ョンの多い鼻副鼻腔の構造を詳細に把握し，イメー

ジすることが容易となり有用な方法と考えられた。
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PREOPERATJVE AND INTRAOPERATIVE CT 

INTERPRITATION vVITH OSImX SOFTWARE IN TI-IE 

SINUS SURGERY 
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We used the OsiriX software for preoperative and in-

traoperative CT interpretation in the sinus surgelγ. It 

was consic1ered a useful methoc1 for unc1erstanding the 

structure of sinus with many anatomical variations at 

low cost. 
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